
第13回

キャンヴァス，油彩　127×127㎝
1942～43年　ニューヨーク近代美術館蔵

ブロードウェイ・ブギウギ
ピエト・モンドリアン

※『美術２・３』P33に掲載
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アトリエ

訪　　問
画家

第13回

淺井裕介 植物や動物がリズミカルに連なり，
まるで一つの大きな生命体であるかのように躍動する。
淺井裕介の作品には，生命力があふれている。
国内外のさまざまなアートプロジェクトでは，
現地に赴いて作品制作をすることでも知られる
彼のアトリエを訪ねた。
撮影 永野雅子
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左／「夜」

紙本彩色　218.5×136.5㎝　1963年　神奈川県立近代美術館蔵
旅先で見かけた一人の女性がじっとしゃんでいる姿に，
人間が背負わざるをえない孤独を感じ，
その記憶をもとに作品を制作したといわれる。

上／「由布の里道」

紙本彩色　216×146㎝　1998年　大分県立美術館蔵
帰郷した折に立ち寄った湯布院の金鱗湖周辺を描いた。
本作をはじめとし，故郷・大分の原風景を舞台とした作品も残す。
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大分県立美術館の所蔵作品を核として，過去
最大規模の約120点を集め，70余年にわた
る髙山辰雄の画業を回顧する展覧会。

場所◆大分県立美術館（大分市）
会期◆2018年7月7日～8月19日
開館時間◆10:00～19:00（最終入館18:30）
　　　　　　※金曜日・土曜日は20:00まで
　　　　　　　（最終入館19:30）

information

日本画家・髙山辰雄の回顧展が開催されます。

人間・髙山辰雄展
̶森羅万象への道
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その難問題と向き合って，自分なり

の答えを出そうとしたのです。日本

画を投げ捨てて，外の世界に向かう

ことができたのにもかかわらず。こ

こに，日本画家・髙山辰雄の“人”

と“芸術”の軌跡があると，私は考

えます。

　髙山さんは，非常に思索的な人で

した。自分の内面にある衝動に耳を

澄ませて，内側から作品をつくった。

「表現する」ということには，考え

たことを整理して見える形にすると

いう側面がありますが，髙山さんは

違った。考えようとして，わかろう

として表現し，そしてどんどんわか

らなくなっていったのではないか。

私にはそう思えてなりません。

　髙山さんはしかし，自分の心の内
ない

奥
おう

にあるそうしたものを，そのまま

に表現しません。それを徹底的にコ

ントロールして，澄
ちょうめい

明な世界に昇華

させることができる。それが私の心

を惹きつけるものであり，髙山辰雄

絵画の本質であるのかもしれません。

亡くなる１年前に描かれた自画像

「自冩像二〇〇六年」は，その境地

に達しているといえます。

　未解決の世界をさまよって，最後

まで完結しなかった。それが，髙山

辰雄という人なのです。（談）

　日本画家・髙山辰雄との出会いは，

1967年に遡ります。私が勤めていた

美術館で髙山さんの展覧会（※）が開か

れたときのことです。ただ，このと

きは，それほど親しくお話をするこ

とはなかった。だから思い出される

のは，その紳士的でもの静かな佇
たたず

ま

いばかりです。

　ところが，展覧会後に寄贈された

一つの作品を通して，私は髙山さん

に惹
ひ

かれていくことになります。そ

の作品とは，代表作「夜」。当時，日本

画への関心が薄かった私ですが，幾

度も目にするうちに，自分の中に感

動が焼き付けられていったのでしょ

うか。深い時間と空間の中に引き込

まれるようなおもしろさと新鮮さを

この作品に感じるようになった。こ

れは，私に日本画への興味をひらか

せてくれた作品なのです。

　その後，もう一度，髙山さんの展

覧会に関わる機会を得たものの，残

念ながら個人的なお付き合いをもつ

には至りませんでした。だから，髙

山さんは，私の中ではいまだに遠く

にある存在のままです。

　「日本画は，敗戦後の現実世界を

描くのには向かない」。戦後，そう

した考え方が広がった時期がありま

す。装飾と様式によって美化された

世界を描く日本画には，いうなれば

人間の問題意識というものが何ら反

映されていないのだ，と。

　髙山さんは，日本画家でありなが

らこのことを克服しようとした，数

少ない現代的な画家でした。そして，

日本画の世界の中に身を置いたまま，

もの静かな佇まい

澄明な世界へ

このコーナーでは，
毎回一人の作家を取り上げ，
美術評論家の酒井忠康先生に，

お話をうかがいます。

第 13 回

髙
山
辰
雄

1912 -2007

作
家
の

肖
像

たかやま・たつお
1912 年大分県生まれ。日本画家。
東京美術学校（現 東京藝術大学）
在学中より同校教授の日本画家・
松岡映丘に師事。34年に「湯泉」
が帝展初入選。46年に「浴室」，
49年に「少女」が日展特選。82 年
文化勲章受章。83年大分市名誉
市民に推挙。95年パリで髙山辰
雄展を開催。2007年 95歳で死去。

世田谷美術館館長，美術評論家。
1941年北海道生まれ。慶應義塾大学卒業。
神奈川県立近代美術館館長を経て現職。
光村図書中学校『美術』代表著者。

さかい・ただやす
酒井 忠康

日本画の中に答えを求めて

※「香月泰男・髙山辰雄展」（1967年）
東京美術学校時代の同期である
洋画家・香月泰男と髙山辰雄の二人展。
神奈川県立近代美術館 鎌倉にて開催。
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　生徒を乗せたバスが向かったのは，

学校から20分ほど離れた釧路市立美

術館。今回の授業は，ここから始ま

る。館所蔵の作品を鑑賞し，そこか

ら読み取ったメッセージへの返答と

なる作品，“Answer Art”を制作する

のだ。

　鑑賞する作品は，日本画家・市
いち

成
なり

太
たい

煌
こう

の「森の話 ⑵」。館内に足を踏

み入れ，フクロウのいる湿原の風景

が描かれた絵を前にして，その静
せい

謐
ひつ

な雰囲気に息をのむ生徒たち。彼ら

がどのようにこの作品を捉え，それ

をもとにどのような作品を生み出す

のかを追う。

　「前に予告したとおり，これから，

『鑑賞した作品への返答となる

Answer Artをつくる』という授業

に入ります。今日は，みんなのため

に作品を用意してもらいました。ま

ずは，よく見てみてください」。更

科先生の声で授業は始まった。静け

さのなか，生徒たちはじっと絵を見

つめ，全体から受ける印象について

ワークシートに書き込んでいく。隣

どうしでのやり取りを経て挙げられ

たのは，「フクロウの表情などに寂し

さを感じる」「全体的に暗いイメー

ジ」「夜なのか朝なのかわからなく

て不思議な感じ」といった印象だ。

　先生は，今度は絵の中に具体的に

描かれているものへと，生徒の目を

向けさせていく。「何が描かれてい

る？」という問いに，「フクロウ」

「森」「川」「エンレイソウ（※）」と答

える生徒たち。「月」か「太陽」か

で迷う子の発言をきっかけにして，

みんなでさまざまに考えを出し合う。

ここで，先生が切り出す。「近くで

も見てもらいたいので，順番に前に

来て，見てみてください」。

　生徒たちは，絵に近づき，まじま

じと鑑賞する。そして，気づいたこ

とを全体で共有していく。先生は，

個々の言葉を受け止め，さらに深め

る問いを重ねていく。発言はゆっく

りと，作品の主題に迫ろうとするも

のへと変化していった。

授 業 リ ポート

鑑賞作品への
 “Answer Art”を
つくろう！
北海道教育大学附属釧

くし

路
ろ

中学校

更
さら

科
しな

結
ゆ

希
き

先生　 2年B組（生徒数33名）

●主題などを基にして，主体的に構成を練ろ
うとしている。（美術への関心・意欲・態度）

●材料や用具の特性などを生かし，工夫して
表現しようとしている。（美術への関心・意
欲・態度）

● 主題などを基に想像力を働かせ，形や色
彩の効果を生かして，省略・強調などを考え，
創造的な構成を工夫して，表現の構想を練っ
ている。（発想や構想の能力）

●自分の意図に合う新たな表現方法を工夫
するなどして創造的に表している。（創造的な
技能）
●造形的なよさや美しさ，表現の工夫につい
て思いや考えを話し合い，対象の見方や感じ
方を広げて鑑賞している。（鑑賞の能力）

評価規準

●鑑賞作品から感じたことや考えたことを基
に自らが表現したいことを構想し，構成を工夫
しながら創造的に表現することができる。

学習目標

生徒　筆記用具，自分の作品に必要な材料

教師　端材・紙粘土・画用紙など各種素材，
　　　加工・接着・着色のための各種用具

準備するもの

指導計画

授業展開（全9時間）

生徒の活動

●釧路市立美術館で「森の話⑵」を
鑑賞する。

●対話をしながら，作品に描かれてい
る内容・メッセージを読み取る。

第１時：鑑賞
 “鑑賞作品”を鑑賞する

●作品から感じたことや考えたことを
想起し，返答したいメッセージをまとめ
る。

●返答したいメッセージをもとに，作品
の構想を練る。

第２・３時：発想・構想
Answer Artの構想を練る

●材料や用具の特性を踏まえ，意図
に応じてそれらを使い分けるなどして，
自分の表現方法を追究しながら表現
する。

第４〜８時：制作
Answer Artをつくる

●他者の作品を鑑賞し，美術作品の
もつ価値や作者の意図について理
解を深める。

第９時：発表・鑑賞
他者の作品を鑑賞する

この授業のためにしつらえられた作品を
みんなで囲み，対話による鑑賞を行う。

作品の声を聴こう
第１時

※エンレイソウ　ユリ科の多年草。なかでもオオバナエンレイソウは，北海道に生育する。
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　「実際の制作は，計画どおりにい

かないもの。でも，ワークシートに

書いた『大切に表したいこと』は必ず

実現してください。そこはこだわる

ところ」。更科先生の声とともに，生

徒たちは，自分で決めた手順に沿っ

て，Answer Artの制作を始める。

　表したいことによって，必要とな

る素材や用具，その扱い方は違って

くる。制作にあたっては，それらを

適切に選択することが重要となるが，

これがなかなか難しい。着色や接着

の手段，質感，大きさや位置関係な

ど，制作を助ける知識を，先生は，

毎時間，生徒たちに伝えていく。

　「周りの人や私に相談してね」と

言いながら，こまめに机間指導も行

う。目ざすべき「大切に表したいこ

と」があるから，先生に助けを求め

るときの生徒の相談は明確だ。先生

は，美術室にあるもの全ての中から

もっとも適切な素材・方法を示し，

生徒に助言する。クラスの関係性が

できているのか，生徒どうしでの相

談も自然に行われている。

　いっぽうで，時間配分を考えなが

ら制作することも重要だ。先生は，

毎時間，授業終了前に５分間，手順

の振り返りのための時間を必ず取る

ようにした。生徒は，ワークシートを

見ながら１時間を振り返り，成果と

課題，次回以降の計画の変更点を色

ペンで書き加えていく。この繰り返

しにより，彼らは回を重ねるごとに，

その時間に行うべき作業とその手順，

用具をイメージしてから制作に入る

ことができるようになっていった。

　　　　　 ＊　＊　＊

　さて，制作開始から２時間目のこ

と。先生はさりげなく，こんな大発

表をした。「今回，完成したみんな

の作品を，生涯学習センターで展示

するからね。美術館で鑑賞したあの

作品と一緒に」。教室に，大きなど

よめきが起こる。この日，「伝えた

い」「表したい」という生徒の気持

ちが，またひとまわり大きく膨らん

だように見えた。

　いよいよ完成したAnswer Artを

発表・鑑賞する。４人グループになっ

て，一人ずつ作品について解説し，

感想をもらう。生徒は皆，生き生き

と自分の作品について語り，友達の

作品を鑑賞する。鑑賞作品という共

通の出発点があるため，友達が表現

したいことも捉えやすいのだろう。

　その後，全体で今回の学習を振り

返る。生徒からは，「一人一人の作

品がまったく違っておもしろかっ

た」「他の人の作品を見て，もとの

絵の印象がまた少し変わった」とい

う声が上がる。「この後，あの作品

と展示することで，本当にみんなの

Answer Artが完結すると思います。

ぜひ見に行ってください」と，先生。

生徒は満足げにうなずいた。

Ⓐ理想と現実という二つの世界を表そうと，瓶の
中に入れる芝生シートに色を塗って２色に分ける。
Ⓑ「希望への道」を表現するため，紙でメガホ
ン状のトンネルをつくり，その入り口にライトをつ
ける。
Ⓒ人間と動物を隔てる壁に見立てたアクリル板
に傷をつけることで，両者の一体化を表現。
Ⓓフクロウの不思議な目や森に染まろうとしてい
る気持ちを，針金を使って表す。

見通しをもって表現しよう
第４〜８時

友達の作品の声を聴こう
第9時

制作状況を見直し，変更点が書き込まれたワークシート。

鑑
賞
か
ら

主
題
を

生
み
出
す

特
集
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Ⓒ

Ⓑ

Ⓓ
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S君

Tさん

Yさん

Oさん

T君

Kさん

Oさん

S君

Tさん

Y

Kさん

伝えたかったことは，森のあたたかさです。そのた
め，フクロウを草でつくったり，緑で囲んだりしまし
た。また，上を向かせることで，気持ちが上向き
になっていることを表しています。土台のフクロウ
の周りに草をつけて巣を表し，居心地がよい場所
を表現しました。

あの絵のフクロウの目に，悲しげで何も考えてい
ない感じを受けました。だから，つらくてもその先
には光があることを伝えようと思いました。明るさ
を表現するためにたくさん色を使い，飛んでいる
2羽のフクロウをつくりました。白い羽は，「飛べる
ように」という願いです。

人工物と自然物を融合させた作品です。もっとも
伝えたいことは，人工の在り方です。自然を壊す
人工ではなく，自然を保護する人工であってほし
いと思ってつくりました。フクロウの下には自然を
表す石（意思）を，羽のところには人工を表すプラ
スチックを使っています。

絵の中のフクロウを初めて見たとき，「悲しそう」
「寒そう」と思いました。だから，この作品には，
「自然の豊かさでフクロウをあたたかく包んであ
げたい」という思いを込めました。緑色の羊毛
を何色も組み合わせて，ろうそく型のライトを使い，
あたたかさを表現しました。

「現代社会」をイメージしてつくりました。自分は，
フクロウの視線や背景などから，「人による自然破
壊」を想像しました。あの絵にはまだ緑もありま
すが，今の世界では枯れ木だけの森もあります。
そんな現状を伝えるために，コンテだけを使って
暗い枯れ木を描くことにしました。

2羽のフクロウは，行き場がなくて悲しそうに見え
たので，希望をもってほしくて作品をつくりました。
中心には紙コップと竹ひごでつくったおりが，周り
には木などがある自然の世界と，紙のビルなどが
ある人間の世界があります。おりの中にはフクロ
ウがいます。

私の
 “Answer Art”

希望の居場所 森

人工とはあたたかく包み込んで現代社会

Darkness and Shining
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先生「でも，絵の中では地面に降

りている。どうしてだろう」

生徒６「この２羽は夫婦。誰かに子

どもを連れ去られて，飛び立てない

でいるんだと思います」

生徒７「近くに水があるので，水を

飲んだ後なんじゃないか」

生徒８「フクロウの下にあるのは木。

人間の環境破壊で倒れた木をフク

ロウは見ている」

先生「それぞれに違う意見があるね。

では，少し視点を変えて。ここに描

かれていない森の奥って，どうなっ

ているんだろう」

生徒９「同じように森が続いている」

生徒10「奥の方は，人間が作り出

した，電気のある明るい世界」

生徒11「手前は全体的に暗いので，

悲しげで現実的な感じ。奥は明る

いので，理想みたいな感じ」

生徒12「何もない，ただの草原」

　生徒たちの頭の中に，しだいに物

語が立ち上がっていく。ここで先生

生徒１「近くで見ると，フクロウの

目の力が強い。何か問いかけてい

る感じがします」

生徒２「なんだかすごく『見られてい

る』みたいな感じ」

先生「フクロウは何を見ているんだ

ろう。視線の先に何があると思う？」

生徒３「何かに焦点を当てているの

ではなく，心がないかのように，ぼ

うっとしている」

生徒４「普通なら目は白く輝いてい

そうなのに，黒で塗りつぶされてい

て，少しおかしい」

生徒５「遠くを見ているような気が

する。力が入っていなくて悲しげ」

　生徒の多くは，フクロウから悲し

げな印象を受けたようだ。その後も，

２羽のフクロウの関係性や状況につ

いて意見が交わされていく。そんな

なか，一人の生徒が「フクロウって，

木の上にいるイメージがあるけれど

……」とつぶやいた。先生はそれを

受けて，投げかけた。

が告げる。「みんなは，ここからどん

な世界を想像するだろうか。そして，

これにどんなメッセージを送るだろ

うか。残り時間はあと10分。じっく

りと作品を見てください」。

　近づいたり，離れたり，生徒たち

は自分の見方で作品と向き合い始め

る。「奥の空間が目立つ」「水の流れ

はどうなっているんだろう」などと，

友達と自由に意見を交わし合いなが

ら，彼らは，作品の中にそれぞれの

世界を見いだしているようだった。

「森の話⑵」 市成太煌
紙本彩色（岩絵具・ニカワ／和紙）　
175×136㎝　1973年

左／席を立ち，作品を間近で鑑賞
する生徒たち。
上／エンレイソウを知らない生徒も
いる。その話題が出たとき，先生
は資料を見せながら簡単な説明を
加えた。
右／ワークシートを書いている間は
こまめに生徒に声をかけ，印象や
感想を引き出していく。
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山崎正明
やまざき・まさあき

北海道生まれ。
北翔大学教授，元千歳市立北斗中学校教諭。
北海道教育大学札幌校卒業。埼玉県で
講師を務めた後，北海道の公立中学校教諭に。
全国大学造形美術教育教員養成協議会事務局。
自身のブログ「美術と自然と教育と」で，
授業実践や生徒作品などを紹介している。
光村図書中学校『美術』教科書の
著作者を務める。

　更科先生の授業を参観するのは，

毎回とても楽しみでした。生徒たち

があらゆる場面において，仲間と共

によりよいものをつくりあげようと

する意欲にあふれていたからです。

生徒どうしが，ごく自然に，他者に

意見を求めたり，感想を述べ合った

りする。「主体的・対話的で深い学

び」の姿がそこにありました。それ

は，教室の中で一つの理想的な社会

が成立しているかのようでした。

　このような学びの姿を生み出した

最初のしかけが，第１時の鑑賞活動

です。生徒への問いかけとして先生

が選択した作品「森の話⑵」は，北

海道らしい風景が描かれていること

から身近に感じられ，かつ物語が生

まれやすいものでした。作品の選択

は非常に重要です。そのうえでの「対

話による鑑賞」ですから，発言も活

発になります。こうしてさまざまな

見方や考え方を共有する中で，生徒

たちは作品の中に自分なりの意味や

価値を生み出していくおもしろさを

感じ取っていました。

　次に，この作品から受け取ったこ

とに対する返答を，今度は自分が作

品で表現するわけですが，授業では

その表現方法や材料，さらには制作

手順も生徒が決めるようになってい

ました。活動の中に選択・意思決定

の場面をつくることは，学びを主体

的にしていきます。時間の配分も重

要です。今回の授業では，発想・構

想の段階がとても丁寧に扱われてい

ました。最初の鑑賞が発想の段階の

一部になっていて，その後，構想の

ための時間を２時間保障しています。

これは「自分の主題」を明確にする

ために必要な時間です。また，一つ

の題材で多様な表現をする授業では，

教育活動全体を通した計画に加え，

その学びを支える「教室の環境の構

成」も欠かせません。美術室にはさ

まざまな材料や用具，機器や資料が

十分に整備されていました。

　３年間の美術の時間の中間点であ

る２年生のこの時期に，鑑賞と表現

の関わりについて深く考え，美術に

対する感じ方や考え方を広げ，深め

たことによって，今後の生徒の学び

はより充実していくだろうと期待で

きます。

　そして，この実践のもう一つの大

きなポイントは，更科先生が，釧路

市立美術館学芸員の武束さんと相談

して鑑賞作品を選び，校外での作品

展にまでつなげていたことです。地

域の資源を有効に活用しながら子ど

もを育てつつ，地域の文化も大切に

するという意味で，その取り組みは

たいへん示唆に富むものでした。こ

のような実践が全国各地で行われた

ならば，美術教育の可能性はますま

す広がっていくことでしょう。

学び合い，高め合う
美術の授業
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　「子どもたちが自ら主題を生み出

せるようにするには，どうしたらよ

いだろうか」。本題材を構想する際

に自分へ投げかけた問いです。「表

したい」と思えるきっかけをどう演

出しようか考えていたとき，釧路市

立美術館所蔵の一つの作品に出会い

ました。なじみのある植物に囲まれ

たフクロウに，物語性を感じました。

　鑑賞では，感じたことや考えたこ

とを仲間と共有し，作品の理解を深

めることによって，それぞれの考え

を生み出していきます。それを起点

にして，「鑑賞作品に返答する」と

いう表現ができないだろうかと考え，

本題材を計画しました。実際の授業

では，作品の表現の主題を想起でき

るような鑑賞時の発問構成，自分の

表したいことに合わせて素材や表現

方法を選択できるような制作時の環

境整備に力を注ぎました。

　授業を終えて，仲間のアドバイス

を真摯に受け止め，よりよい表現を

目ざす子どもの姿勢に，仲間と共に

未来を創造していく力強さを感じま

した。作品展では，多くの市民の皆

様から，Answer Artへの返答をい

ただきました。それを子どもたちに

返したときの「いい顔」は忘れられ

ません。そんな顔が続く授業を今後

も展開したいと考えています。

更科結希
さらしな・ゆき

北海道生まれ。
北海道教育大学附属釧路中学校教諭。
北海道教育大学卒業後，北海道釧路町の
公立中学校教諭を経て，2012年４月より現職。
2015年，北海道教育大学大学院修了。

きっかけをどう演出するか
授業を終えて

美術館との連携
今回，更科先生は，地元の釧路市立美術館に協力を仰ぎ，
連携しながら授業を行いました。同館学芸員・武

たけ

束
たば

祥
しょう

子
こ

さんにお話を伺いました。
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でできることは協力する」という関
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　“Answer Art”という授業のコン

セプトを聞いて思ったのは，「ぜひ，

実物を鑑賞してもらいたい！」とい

うこと。作品の迫力や質感は，印刷

やデジタルデータでは再現できませ

ん。送迎バスや鑑賞スペースの確保

のため，先生と密にやり取りを重ね，

授業の準備をしました。

　鑑賞作品は，この地域の景色を描

いたもの。釧路の子どもたちにはきっ

と親近感をもってもらえるのではと，

先生に提案しました。一つの作品を

じっくりと鑑賞するなんて，普段は

なかなかできません。これをきっか

けとして，子どもたちが他のフクロ

ウの作品に興味をもったり，美術館

に足を運んだりしてくれたらこんな

にうれしいこと

はありません。

未来へ文化の種

をまく。そんな

思いで，取り組

んでいます。

（談）

未来へ文化の種をまく

授業終了後，釧路市生涯学習セン
ターの市民展示ホールにて，5日間
の会期で開催された「Answer Art
展」。鑑賞作品「森の話⑵」と生
徒がつくった作品が一堂に会した。
多くの来場者が訪れ，作品を鑑賞し，
それに対する「返答」を感想ノート
に残した。

釧路市立美術館
学芸員の武束さん

市民の生涯学習の拠点，釧路市生涯学習センター
（まなぼっと幣舞）に併設されている。小・中学生や高校生の
美術館鑑賞を推進するため，バスでの送迎と学芸員による
作品解説・実技講座などのプログラムを積極的に展開している。

釧路市立美術館
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　ここからは，美術室へと場所を移

しての授業。更科先生は，鑑賞作品

を印刷した模造紙を貼り出しながら

言う。「今日から，Answer Artの

制作に入ります。Answer Artとは，

返答としての作品のこと。みんなが

受け取ったことに対して，どんな返

答をしたらいいだろう。それを考え

ながら，構想を練っていきましょう」。

　まずは「鑑賞作品から受け取った

こと」と「鑑賞作品に伝えたいこと」

をワークシートに書く。しかし，「作

品へ返答する」という概念を捉える

ことは，生徒にとって思いのほか難

しい。先生は，「手紙」を想起させ

ながら導き，返答したいことをカー

ドに書いて黒板に貼るよう指示した。

「自然の豊かさ」「光」「希望」「環境」

「現代社会」……。黒板に並んだ言

葉を全体で共有する。

　今回，先生は，作品の素材，使用

する画材，平面・立体の選択を，生

徒自身に考えさせることにした。た

だし，大きさは縦・横・高さ20㎝

程度を目安とする。限られた条件の

中でよりよい表し方を追究し，自ら

選択させることがねらいだ。

　「では，アイデアスケッチに入りま

しょう。今回は，素材も各自準備して

もらいます。ただ，今の時間に素材

からイメージしたい人は，このテー

ブルにいろいろと用意しておいたの

で，ここで見たり触ったりして考え

てもいいですよ」。教室中央のテー

ブルの上には，作品づくりに使えそ

うなものが所狭しと並べられている。

そこで素材を手に考える子，席につ

いてスケッチに取り組む子，生徒は

それぞれに構想を膨らませていく。

先生は，必要に応じて生徒の手を止

め，過去の授業での先輩のスケッチ

や作品を見せながら助言することも

忘れない。

　スケッチがだいたい描けたころに，

先生から声がかかる。「一度，グルー

プで話し合いましょう」。４人グルー

プでスケッチを見合い，アドバイス

をし合うのだ。教室に，生徒たちの

声が広がる。どの子も，友達のスケ

ッチに目を落とし，より思いが伝わ

る表し方を真剣に考えている。アド

バイスを受けた生徒は，うれしそう

にそれをスケッチに書き加える。

　話し合いが終わると，先生からの

指示。「今回は，制作の手順も自分

で考えていきましょう。それも含め

て学習だよ。制作時間は５時間。１

時間ごとの計画を立ててください」。

生徒たちはとまどいつつも，隣の子
と相談するなどして取りかかる。次

回から，制作が始まる。

アイデアスケッチを見せながら，自分の作品についてグループのみんなに説明をする。

上／マグネット付きのカードを黒板に貼る。
左／素材を見たり触ったりしながら
イメージができるように，先生が用意した。

伝えたいことの
構想を練ろう
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す広がっていくことでしょう。

学び合い，高め合う
美術の授業

鑑
賞
か
ら

主
題
を
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す
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　「子どもたちが自ら主題を生み出

せるようにするには，どうしたらよ

いだろうか」。本題材を構想する際

に自分へ投げかけた問いです。「表

したい」と思えるきっかけをどう演

出しようか考えていたとき，釧路市

立美術館所蔵の一つの作品に出会い

ました。なじみのある植物に囲まれ

たフクロウに，物語性を感じました。

　鑑賞では，感じたことや考えたこ

とを仲間と共有し，作品の理解を深

めることによって，それぞれの考え

を生み出していきます。それを起点

にして，「鑑賞作品に返答する」と

いう表現ができないだろうかと考え，

本題材を計画しました。実際の授業

では，作品の表現の主題を想起でき

るような鑑賞時の発問構成，自分の

表したいことに合わせて素材や表現

方法を選択できるような制作時の環

境整備に力を注ぎました。

　授業を終えて，仲間のアドバイス

を真摯に受け止め，よりよい表現を

目ざす子どもの姿勢に，仲間と共に

未来を創造していく力強さを感じま

した。作品展では，多くの市民の皆

様から，Answer Artへの返答をい

ただきました。それを子どもたちに

返したときの「いい顔」は忘れられ

ません。そんな顔が続く授業を今後

も展開したいと考えています。

更科結希
さらしな・ゆき

北海道生まれ。
北海道教育大学附属釧路中学校教諭。
北海道教育大学卒業後，北海道釧路町の
公立中学校教諭を経て，2012年４月より現職。
2015年，北海道教育大学大学院修了。

きっかけをどう演出するか
授業を終えて

美術館との連携
今回，更科先生は，地元の釧路市立美術館に協力を仰ぎ，
連携しながら授業を行いました。同館学芸員・武

たけ

束
たば

祥
しょう

子
こ

さんにお話を伺いました。

　当館では，子どもたちに作品を見

てもらうための事業に力を入れてき

ました。そこへ，更科先生からいろ

いろとご相談をいただき，「美術館

でできることは協力する」という関

係が生まれました。

　“Answer Art”という授業のコン

セプトを聞いて思ったのは，「ぜひ，

実物を鑑賞してもらいたい！」とい

うこと。作品の迫力や質感は，印刷

やデジタルデータでは再現できませ

ん。送迎バスや鑑賞スペースの確保

のため，先生と密にやり取りを重ね，

授業の準備をしました。

　鑑賞作品は，この地域の景色を描

いたもの。釧路の子どもたちにはきっ

と親近感をもってもらえるのではと，

先生に提案しました。一つの作品を

じっくりと鑑賞するなんて，普段は

なかなかできません。これをきっか

けとして，子どもたちが他のフクロ

ウの作品に興味をもったり，美術館

に足を運んだりしてくれたらこんな

にうれしいこと

はありません。

未来へ文化の種

をまく。そんな

思いで，取り組

んでいます。

（談）

未来へ文化の種をまく

授業終了後，釧路市生涯学習セン
ターの市民展示ホールにて，5日間
の会期で開催された「Answer Art
展」。鑑賞作品「森の話⑵」と生
徒がつくった作品が一堂に会した。
多くの来場者が訪れ，作品を鑑賞し，
それに対する「返答」を感想ノート
に残した。

釧路市立美術館
学芸員の武束さん

市民の生涯学習の拠点，釧路市生涯学習センター
（まなぼっと幣舞）に併設されている。小・中学生や高校生の
美術館鑑賞を推進するため，バスでの送迎と学芸員による
作品解説・実技講座などのプログラムを積極的に展開している。

釧路市立美術館

10

　ここからは，美術室へと場所を移

しての授業。更科先生は，鑑賞作品

を印刷した模造紙を貼り出しながら

言う。「今日から，Answer Artの

制作に入ります。Answer Artとは，

返答としての作品のこと。みんなが

受け取ったことに対して，どんな返

答をしたらいいだろう。それを考え

ながら，構想を練っていきましょう」。

　まずは「鑑賞作品から受け取った

こと」と「鑑賞作品に伝えたいこと」

をワークシートに書く。しかし，「作

品へ返答する」という概念を捉える

ことは，生徒にとって思いのほか難

しい。先生は，「手紙」を想起させ

ながら導き，返答したいことをカー

ドに書いて黒板に貼るよう指示した。

「自然の豊かさ」「光」「希望」「環境」

「現代社会」……。黒板に並んだ言

葉を全体で共有する。

　今回，先生は，作品の素材，使用

する画材，平面・立体の選択を，生

徒自身に考えさせることにした。た

だし，大きさは縦・横・高さ20㎝

程度を目安とする。限られた条件の

中でよりよい表し方を追究し，自ら

選択させることがねらいだ。

　「では，アイデアスケッチに入りま

しょう。今回は，素材も各自準備して

もらいます。ただ，今の時間に素材

からイメージしたい人は，このテー

ブルにいろいろと用意しておいたの

で，ここで見たり触ったりして考え

てもいいですよ」。教室中央のテー

ブルの上には，作品づくりに使えそ

うなものが所狭しと並べられている。

そこで素材を手に考える子，席につ

いてスケッチに取り組む子，生徒は

それぞれに構想を膨らませていく。

先生は，必要に応じて生徒の手を止

め，過去の授業での先輩のスケッチ

や作品を見せながら助言することも

忘れない。

　スケッチがだいたい描けたころに，

先生から声がかかる。「一度，グルー

プで話し合いましょう」。４人グルー

プでスケッチを見合い，アドバイス

をし合うのだ。教室に，生徒たちの

声が広がる。どの子も，友達のスケ

ッチに目を落とし，より思いが伝わ

る表し方を真剣に考えている。アド

バイスを受けた生徒は，うれしそう

にそれをスケッチに書き加える。

　話し合いが終わると，先生からの

指示。「今回は，制作の手順も自分

で考えていきましょう。それも含め

て学習だよ。制作時間は５時間。１

時間ごとの計画を立ててください」。

生徒たちはとまどいつつも，隣の子
と相談するなどして取りかかる。次

回から，制作が始まる。

アイデアスケッチを見せながら，自分の作品についてグループのみんなに説明をする。

上／マグネット付きのカードを黒板に貼る。
左／素材を見たり触ったりしながら
イメージができるように，先生が用意した。

伝えたいことの
構想を練ろう

第２・３時
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賞
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ら
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その難問題と向き合って，自分なり

の答えを出そうとしたのです。日本

画を投げ捨てて，外の世界に向かう

ことができたのにもかかわらず。こ

こに，日本画家・髙山辰雄の“人”

と“芸術”の軌跡があると，私は考

えます。

　髙山さんは，非常に思索的な人で

した。自分の内面にある衝動に耳を

澄ませて，内側から作品をつくった。

「表現する」ということには，考え

たことを整理して見える形にすると

いう側面がありますが，髙山さんは

違った。考えようとして，わかろう

として表現し，そしてどんどんわか

らなくなっていったのではないか。

私にはそう思えてなりません。

　髙山さんはしかし，自分の心の内
ない

奥
おう

にあるそうしたものを，そのまま

に表現しません。それを徹底的にコ

ントロールして，澄
ちょうめい

明な世界に昇華

させることができる。それが私の心

を惹きつけるものであり，髙山辰雄

絵画の本質であるのかもしれません。

亡くなる１年前に描かれた自画像

「自冩像二〇〇六年」は，その境地

に達しているといえます。

　未解決の世界をさまよって，最後

まで完結しなかった。それが，髙山

辰雄という人なのです。（談）

　日本画家・髙山辰雄との出会いは，

1967年に遡ります。私が勤めていた

美術館で髙山さんの展覧会（※）が開か

れたときのことです。ただ，このと

きは，それほど親しくお話をするこ

とはなかった。だから思い出される

のは，その紳士的でもの静かな佇
たたず

ま

いばかりです。

　ところが，展覧会後に寄贈された

一つの作品を通して，私は髙山さん

に惹
ひ

かれていくことになります。そ

の作品とは，代表作「夜」。当時，日本

画への関心が薄かった私ですが，幾

度も目にするうちに，自分の中に感

動が焼き付けられていったのでしょ

うか。深い時間と空間の中に引き込

まれるようなおもしろさと新鮮さを

この作品に感じるようになった。こ

れは，私に日本画への興味をひらか

せてくれた作品なのです。

　その後，もう一度，髙山さんの展

覧会に関わる機会を得たものの，残

念ながら個人的なお付き合いをもつ

には至りませんでした。だから，髙

山さんは，私の中ではいまだに遠く

にある存在のままです。

　「日本画は，敗戦後の現実世界を

描くのには向かない」。戦後，そう

した考え方が広がった時期がありま

す。装飾と様式によって美化された

世界を描く日本画には，いうなれば

人間の問題意識というものが何ら反

映されていないのだ，と。

　髙山さんは，日本画家でありなが

らこのことを克服しようとした，数

少ない現代的な画家でした。そして，

日本画の世界の中に身を置いたまま，

もの静かな佇まい

澄明な世界へ

このコーナーでは，
毎回一人の作家を取り上げ，
美術評論家の酒井忠康先生に，

お話をうかがいます。

第13回

髙
山
辰
雄

19
12

- 2
00

7

作
家
の

肖
像

たかやま・たつお
1912年大分県生まれ。日本画家。
東京美術学校（現 東京藝術大学）
在学中より同校教授の日本画家・
松岡映丘に師事。34年に「湯泉」
が帝展初入選。46年に「浴室」，
49年に「少女」が日展特選。82年
文化勲章受章。83年大分市名誉
市民に推挙。95年パリで髙山辰
雄展を開催。2007年 95歳で死去。

世田谷美術館館長，美術評論家。
1941年北海道生まれ。慶應義塾大学卒業。
神奈川県立近代美術館館長を経て現職。
光村図書中学校『美術』代表著者。

さかい・ただやす
酒井 忠康

日本画の中に答えを求めて

※「香月泰男・髙山辰雄展」（1967年）
東京美術学校時代の同期である
洋画家・香月泰男と髙山辰雄の二人展。
神奈川県立近代美術館 鎌倉にて開催。
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　生徒を乗せたバスが向かったのは，

学校から20分ほど離れた釧路市立美

術館。今回の授業は，ここから始ま

る。館所蔵の作品を鑑賞し，そこか

ら読み取ったメッセージへの返答と

なる作品，“Answer Art”を制作する

のだ。

　鑑賞する作品は，日本画家・市
いち

成
なり

太
たい

煌
こう

の「森の話 ⑵」。館内に足を踏

み入れ，フクロウのいる湿原の風景

が描かれた絵を前にして，その静
せい

謐
ひつ

な雰囲気に息をのむ生徒たち。彼ら

がどのようにこの作品を捉え，それ

をもとにどのような作品を生み出す

のかを追う。

　「前に予告したとおり，これから，

『鑑賞した作品への返答となる

Answer Artをつくる』という授業

に入ります。今日は，みんなのため

に作品を用意してもらいました。ま

ずは，よく見てみてください」。更

科先生の声で授業は始まった。静け

さのなか，生徒たちはじっと絵を見

つめ，全体から受ける印象について

ワークシートに書き込んでいく。隣

どうしでのやり取りを経て挙げられ

たのは，「フクロウの表情などに寂し

さを感じる」「全体的に暗いイメー

ジ」「夜なのか朝なのかわからなく

て不思議な感じ」といった印象だ。

　先生は，今度は絵の中に具体的に

描かれているものへと，生徒の目を

向けさせていく。「何が描かれてい

る？」という問いに，「フクロウ」

「森」「川」「エンレイソウ（※）」と答

える生徒たち。「月」か「太陽」か

で迷う子の発言をきっかけにして，

みんなでさまざまに考えを出し合う。

ここで，先生が切り出す。「近くで

も見てもらいたいので，順番に前に

来て，見てみてください」。

　生徒たちは，絵に近づき，まじま

じと鑑賞する。そして，気づいたこ

とを全体で共有していく。先生は，

個々の言葉を受け止め，さらに深め

る問いを重ねていく。発言はゆっく

りと，作品の主題に迫ろうとするも

のへと変化していった。

授業リポート

鑑賞作品への
 “Answer Art”を
つくろう！ 北海道教育大学附属釧

くし

路
ろ

中学校

更
さら

科
しな

結
ゆ

希
き

先生
　 2年B組

（生徒数33名）

●主題などを基にして，主体的に構成を練ろ
うとしている。（美術への関心・意欲・態度）

●材料や用具の特性などを生かし，工夫して
表現しようとしている。（美術への関心・意
欲・態度）

●主題などを基に想像力を働かせ，形や色
彩の効果を生かして，省略・強調などを考え，
創造的な構成を工夫して，表現の構想を練っ
ている。（発想や構想の能力）

●自分の意図に合う新たな表現方法を工夫
するなどして創造的に表している。（創造的な
技能）
●造形的なよさや美しさ，表現の工夫につい
て思いや考えを話し合い，対象の見方や感じ
方を広げて鑑賞している。（鑑賞の能力）

評価規準

●鑑賞作品から感じたことや考えたことを基
に自らが表現したいことを構想し，構成を工夫
しながら創造的に表現することができる。

学習目標

生徒　筆記用具，自分の作品に必要な材料

教師　端材・紙粘土・画用紙など各種素材，
　　　加工・接着・着色のための各種用具

準備するもの

指導計画

授業展開（全9時間）

生徒の活動

●釧路市立美術館で「森の話⑵」を
鑑賞する。

●対話をしながら，作品に描かれてい
る内容・メッセージを読み取る。

第１時：鑑賞
 “鑑賞作品”を鑑賞する

●作品から感じたことや考えたことを
想起し，返答したいメッセージをまとめ
る。

●返答したいメッセージをもとに，作品
の構想を練る。

第２・３時：発想・構想
Answer Artの構想を練る

●材料や用具の特性を踏まえ，意図
に応じてそれらを使い分けるなどして，
自分の表現方法を追究しながら表現
する。

第４〜８時：制作
Answer Artをつくる

●他者の作品を鑑賞し，美術作品の
もつ価値や作者の意図について理
解を深める。

第９時：発表・鑑賞
他者の作品を鑑賞する

この授業のためにしつらえられた作品を
みんなで囲み，対話による鑑賞を行う。

作品の声を聴こう
第１時

※エンレイソウ　ユリ科の多年草。なかでもオオバナエンレイソウは，北海道に生育する。
5

　「実際の制作は，計画どおりにい

かないもの。でも，ワークシートに

書いた『大切に表したいこと』は必ず

実現してください。そこはこだわる

ところ」。更科先生の声とともに，生

徒たちは，自分で決めた手順に沿っ

て，Answer Artの制作を始める。

　表したいことによって，必要とな

る素材や用具，その扱い方は違って

くる。制作にあたっては，それらを

適切に選択することが重要となるが，

これがなかなか難しい。着色や接着

の手段，質感，大きさや位置関係な

ど，制作を助ける知識を，先生は，

毎時間，生徒たちに伝えていく。

　「周りの人や私に相談してね」と

言いながら，こまめに机間指導も行

う。目ざすべき「大切に表したいこ

と」があるから，先生に助けを求め

るときの生徒の相談は明確だ。先生

は，美術室にあるもの全ての中から

もっとも適切な素材・方法を示し，

生徒に助言する。クラスの関係性が

できているのか，生徒どうしでの相

談も自然に行われている。

　いっぽうで，時間配分を考えなが

ら制作することも重要だ。先生は，

毎時間，授業終了前に５分間，手順

の振り返りのための時間を必ず取る

ようにした。生徒は，ワークシートを

見ながら１時間を振り返り，成果と

課題，次回以降の計画の変更点を色

ペンで書き加えていく。この繰り返

しにより，彼らは回を重ねるごとに，

その時間に行うべき作業とその手順，

用具をイメージしてから制作に入る

ことができるようになっていった。

　　　　　 ＊　＊　＊

　さて，制作開始から２時間目のこ

と。先生はさりげなく，こんな大発

表をした。「今回，完成したみんな

の作品を，生涯学習センターで展示

するからね。美術館で鑑賞したあの

作品と一緒に」。教室に，大きなど

よめきが起こる。この日，「伝えた

い」「表したい」という生徒の気持

ちが，またひとまわり大きく膨らん

だように見えた。

　いよいよ完成したAnswer Artを

発表・鑑賞する。４人グループになっ

て，一人ずつ作品について解説し，

感想をもらう。生徒は皆，生き生き

と自分の作品について語り，友達の

作品を鑑賞する。鑑賞作品という共

通の出発点があるため，友達が表現

したいことも捉えやすいのだろう。

　その後，全体で今回の学習を振り

返る。生徒からは，「一人一人の作

品がまったく違っておもしろかっ

た」「他の人の作品を見て，もとの

絵の印象がまた少し変わった」とい

う声が上がる。「この後，あの作品

と展示することで，本当にみんなの

Answer Artが完結すると思います。

ぜひ見に行ってください」と，先生。

生徒は満足げにうなずいた。

Ⓐ理想と現実という二つの世界を表そうと，瓶の
中に入れる芝生シートに色を塗って２色に分ける。
Ⓑ「希望への道」を表現するため，紙でメガホ
ン状のトンネルをつくり，その入り口にライトをつ
ける。
Ⓒ人間と動物を隔てる壁に見立てたアクリル板
に傷をつけることで，両者の一体化を表現。
Ⓓフクロウの不思議な目や森に染まろうとしてい
る気持ちを，針金を使って表す。

見通しをもって表現しよう
第４〜８時

友達の作品の声を聴こう
第9時

制作状況を見直し，変更点が書き込まれたワークシート。
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Ⓑ

Ⓓ
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S君

Tさん

Yさん

Oさん

T君

Kさん

Oさん

S君

Tさん

Y

Kさん

伝えたかったことは，森のあたたかさです。そのた
め，フクロウを草でつくったり，緑で囲んだりしまし
た。また，上を向かせることで，気持ちが上向き
になっていることを表しています。土台のフクロウ
の周りに草をつけて巣を表し，居心地がよい場所
を表現しました。

あの絵のフクロウの目に，悲しげで何も考えてい
ない感じを受けました。だから，つらくてもその先
には光があることを伝えようと思いました。明るさ
を表現するためにたくさん色を使い，飛んでいる
2羽のフクロウをつくりました。白い羽は，「飛べる
ように」という願いです。

人工物と自然物を融合させた作品です。もっとも
伝えたいことは，人工の在り方です。自然を壊す
人工ではなく，自然を保護する人工であってほし
いと思ってつくりました。フクロウの下には自然を
表す石（意思）を，羽のところには人工を表すプラ
スチックを使っています。

絵の中のフクロウを初めて見たとき，「悲しそう」
「寒そう」と思いました。だから，この作品には，
「自然の豊かさでフクロウをあたたかく包んであ
げたい」という思いを込めました。緑色の羊毛
を何色も組み合わせて，ろうそく型のライトを使い，
あたたかさを表現しました。

「現代社会」をイメージしてつくりました。自分は，
フクロウの視線や背景などから，「人による自然破
壊」を想像しました。あの絵にはまだ緑もありま
すが，今の世界では枯れ木だけの森もあります。
そんな現状を伝えるために，コンテだけを使って
暗い枯れ木を描くことにしました。

2羽のフクロウは，行き場がなくて悲しそうに見え
たので，希望をもってほしくて作品をつくりました。
中心には紙コップと竹ひごでつくったおりが，周り
には木などがある自然の世界と，紙のビルなどが
ある人間の世界があります。おりの中にはフクロ
ウがいます。

私の
 “Answer Art”

希望の居場所森

人工とは あたたかく包み込んで 現代社会

Darkness and Shining
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先生「でも，絵の中では地面に降

りている。どうしてだろう」

生徒６「この２羽は夫婦。誰かに子

どもを連れ去られて，飛び立てない

でいるんだと思います」

生徒７「近くに水があるので，水を

飲んだ後なんじゃないか」

生徒８「フクロウの下にあるのは木。

人間の環境破壊で倒れた木をフク

ロウは見ている」

先生「それぞれに違う意見があるね。

では，少し視点を変えて。ここに描

かれていない森の奥って，どうなっ

ているんだろう」

生徒９「同じように森が続いている」

生徒10「奥の方は，人間が作り出

した，電気のある明るい世界」

生徒11「手前は全体的に暗いので，

悲しげで現実的な感じ。奥は明る

いので，理想みたいな感じ」

生徒12「何もない，ただの草原」

　生徒たちの頭の中に，しだいに物

語が立ち上がっていく。ここで先生

生徒１「近くで見ると，フクロウの

目の力が強い。何か問いかけてい

る感じがします」

生徒２「なんだかすごく『見られてい

る』みたいな感じ」

先生「フクロウは何を見ているんだ

ろう。視線の先に何があると思う？」

生徒３「何かに焦点を当てているの

ではなく，心がないかのように，ぼ

うっとしている」

生徒４「普通なら目は白く輝いてい

そうなのに，黒で塗りつぶされてい

て，少しおかしい」

生徒５「遠くを見ているような気が

する。力が入っていなくて悲しげ」

　生徒の多くは，フクロウから悲し

げな印象を受けたようだ。その後も，

２羽のフクロウの関係性や状況につ

いて意見が交わされていく。そんな

なか，一人の生徒が「フクロウって，

木の上にいるイメージがあるけれど

……」とつぶやいた。先生はそれを

受けて，投げかけた。

が告げる。「みんなは，ここからどん

な世界を想像するだろうか。そして，

これにどんなメッセージを送るだろ

うか。残り時間はあと10分。じっく

りと作品を見てください」。

　近づいたり，離れたり，生徒たち

は自分の見方で作品と向き合い始め

る。「奥の空間が目立つ」「水の流れ

はどうなっているんだろう」などと，

友達と自由に意見を交わし合いなが

ら，彼らは，作品の中にそれぞれの

世界を見いだしているようだった。

「森の話⑵」 市成太煌
紙本彩色（岩絵具・ニカワ／和紙）　
175×136㎝　1973年

左／席を立ち，作品を間近で鑑賞
する生徒たち。
上／エンレイソウを知らない生徒も
いる。その話題が出たとき，先生
は資料を見せながら簡単な説明を
加えた。
右／ワークシートを書いている間は
こまめに生徒に声をかけ，印象や
感想を引き出していく。
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光
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山崎正明
やまざき・まさあき

北海道生まれ。
北翔大学教授，元千歳市立北斗中学校教諭。
北海道教育大学札幌校卒業。埼玉県で
講師を務めた後，北海道の公立中学校教諭に。
全国大学造形美術教育教員養成協議会事務局。
自身のブログ「美術と自然と教育と」で，
授業実践や生徒作品などを紹介している。
光村図書中学校『美術』教科書の
著作者を務める。

　更科先生の授業を参観するのは，

毎回とても楽しみでした。生徒たち

があらゆる場面において，仲間と共

によりよいものをつくりあげようと

する意欲にあふれていたからです。

生徒どうしが，ごく自然に，他者に

意見を求めたり，感想を述べ合った

りする。「主体的・対話的で深い学

び」の姿がそこにありました。それ

は，教室の中で一つの理想的な社会

が成立しているかのようでした。

　このような学びの姿を生み出した

最初のしかけが，第１時の鑑賞活動

です。生徒への問いかけとして先生

が選択した作品「森の話⑵」は，北

海道らしい風景が描かれていること

から身近に感じられ，かつ物語が生

まれやすいものでした。作品の選択

は非常に重要です。そのうえでの「対

話による鑑賞」ですから，発言も活

発になります。こうしてさまざまな

見方や考え方を共有する中で，生徒

たちは作品の中に自分なりの意味や

価値を生み出していくおもしろさを

感じ取っていました。

　次に，この作品から受け取ったこ

とに対する返答を，今度は自分が作

品で表現するわけですが，授業では

その表現方法や材料，さらには制作

手順も生徒が決めるようになってい

ました。活動の中に選択・意思決定

の場面をつくることは，学びを主体

的にしていきます。時間の配分も重

要です。今回の授業では，発想・構

想の段階がとても丁寧に扱われてい

ました。最初の鑑賞が発想の段階の

一部になっていて，その後，構想の

ための時間を２時間保障しています。

これは「自分の主題」を明確にする

ために必要な時間です。また，一つ

の題材で多様な表現をする授業では，

教育活動全体を通した計画に加え，

その学びを支える「教室の環境の構

成」も欠かせません。美術室にはさ

まざまな材料や用具，機器や資料が

十分に整備されていました。

　３年間の美術の時間の中間点であ

る２年生のこの時期に，鑑賞と表現

の関わりについて深く考え，美術に

対する感じ方や考え方を広げ，深め

たことによって，今後の生徒の学び

はより充実していくだろうと期待で

きます。

　そして，この実践のもう一つの大

きなポイントは，更科先生が，釧路

市立美術館学芸員の武束さんと相談

して鑑賞作品を選び，校外での作品

展にまでつなげていたことです。地

域の資源を有効に活用しながら子ど

もを育てつつ，地域の文化も大切に

するという意味で，その取り組みは

たいへん示唆に富むものでした。こ

のような実践が全国各地で行われた

ならば，美術教育の可能性はますま

す広がっていくことでしょう。

学び合い，高め合う
美術の授業
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　「子どもたちが自ら主題を生み出

せるようにするには，どうしたらよ

いだろうか」。本題材を構想する際

に自分へ投げかけた問いです。「表

したい」と思えるきっかけをどう演

出しようか考えていたとき，釧路市

立美術館所蔵の一つの作品に出会い

ました。なじみのある植物に囲まれ

たフクロウに，物語性を感じました。

　鑑賞では，感じたことや考えたこ

とを仲間と共有し，作品の理解を深

めることによって，それぞれの考え

を生み出していきます。それを起点

にして，「鑑賞作品に返答する」と

いう表現ができないだろうかと考え，

本題材を計画しました。実際の授業

では，作品の表現の主題を想起でき

るような鑑賞時の発問構成，自分の

表したいことに合わせて素材や表現

方法を選択できるような制作時の環

境整備に力を注ぎました。

　授業を終えて，仲間のアドバイス

を真摯に受け止め，よりよい表現を

目ざす子どもの姿勢に，仲間と共に

未来を創造していく力強さを感じま

した。作品展では，多くの市民の皆

様から，Answer Artへの返答をい

ただきました。それを子どもたちに

返したときの「いい顔」は忘れられ

ません。そんな顔が続く授業を今後

も展開したいと考えています。

更科結希
さらしな・ゆき

北海道生まれ。
北海道教育大学附属釧路中学校教諭。
北海道教育大学卒業後，北海道釧路町の
公立中学校教諭を経て，2012年４月より現職。
2015年，北海道教育大学大学院修了。

きっかけをどう演出するか
授業を終えて

美術館との連携
今回，更科先生は，地元の釧路市立美術館に協力を仰ぎ，
連携しながら授業を行いました。同館学芸員・武

たけ

束
たば

祥
しょう

子
こ

さんにお話を伺いました。

　当館では，子どもたちに作品を見

てもらうための事業に力を入れてき

ました。そこへ，更科先生からいろ

いろとご相談をいただき，「美術館

でできることは協力する」という関

係が生まれました。

　“Answer Art”という授業のコン

セプトを聞いて思ったのは，「ぜひ，

実物を鑑賞してもらいたい！」とい

うこと。作品の迫力や質感は，印刷

やデジタルデータでは再現できませ

ん。送迎バスや鑑賞スペースの確保

のため，先生と密にやり取りを重ね，

授業の準備をしました。

　鑑賞作品は，この地域の景色を描

いたもの。釧路の子どもたちにはきっ

と親近感をもってもらえるのではと，

先生に提案しました。一つの作品を

じっくりと鑑賞するなんて，普段は

なかなかできません。これをきっか

けとして，子どもたちが他のフクロ

ウの作品に興味をもったり，美術館

に足を運んだりしてくれたらこんな

にうれしいこと

はありません。

未来へ文化の種

をまく。そんな

思いで，取り組

んでいます。

（談）

未来へ文化の種をまく

授業終了後，釧路市生涯学習セン
ターの市民展示ホールにて，5日間
の会期で開催された「Answer Art
展」。鑑賞作品「森の話⑵」と生
徒がつくった作品が一堂に会した。
多くの来場者が訪れ，作品を鑑賞し，
それに対する「返答」を感想ノート
に残した。

釧路市立美術館
学芸員の武束さん

市民の生涯学習の拠点，釧路市生涯学習センター
（まなぼっと幣舞）に併設されている。小・中学生や高校生の
美術館鑑賞を推進するため，バスでの送迎と学芸員による
作品解説・実技講座などのプログラムを積極的に展開している。

釧路市立美術館
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　ここからは，美術室へと場所を移

しての授業。更科先生は，鑑賞作品

を印刷した模造紙を貼り出しながら

言う。「今日から，Answer Artの

制作に入ります。Answer Artとは，

返答としての作品のこと。みんなが

受け取ったことに対して，どんな返

答をしたらいいだろう。それを考え

ながら，構想を練っていきましょう」。

　まずは「鑑賞作品から受け取った

こと」と「鑑賞作品に伝えたいこと」

をワークシートに書く。しかし，「作

品へ返答する」という概念を捉える

ことは，生徒にとって思いのほか難

しい。先生は，「手紙」を想起させ

ながら導き，返答したいことをカー

ドに書いて黒板に貼るよう指示した。

「自然の豊かさ」「光」「希望」「環境」

「現代社会」……。黒板に並んだ言

葉を全体で共有する。

　今回，先生は，作品の素材，使用

する画材，平面・立体の選択を，生

徒自身に考えさせることにした。た

だし，大きさは縦・横・高さ20㎝

程度を目安とする。限られた条件の

中でよりよい表し方を追究し，自ら

選択させることがねらいだ。

　「では，アイデアスケッチに入りま

しょう。今回は，素材も各自準備して

もらいます。ただ，今の時間に素材

からイメージしたい人は，このテー

ブルにいろいろと用意しておいたの

で，ここで見たり触ったりして考え

てもいいですよ」。教室中央のテー

ブルの上には，作品づくりに使えそ

うなものが所狭しと並べられている。

そこで素材を手に考える子，席につ

いてスケッチに取り組む子，生徒は

それぞれに構想を膨らませていく。

先生は，必要に応じて生徒の手を止

め，過去の授業での先輩のスケッチ

や作品を見せながら助言することも

忘れない。

　スケッチがだいたい描けたころに，

先生から声がかかる。「一度，グルー

プで話し合いましょう」。４人グルー

プでスケッチを見合い，アドバイス

をし合うのだ。教室に，生徒たちの

声が広がる。どの子も，友達のスケ

ッチに目を落とし，より思いが伝わ

る表し方を真剣に考えている。アド

バイスを受けた生徒は，うれしそう

にそれをスケッチに書き加える。

　話し合いが終わると，先生からの

指示。「今回は，制作の手順も自分

で考えていきましょう。それも含め

て学習だよ。制作時間は５時間。１

時間ごとの計画を立ててください」。

生徒たちはとまどいつつも，隣の子
と相談するなどして取りかかる。次

回から，制作が始まる。

アイデアスケッチを見せながら，自分の作品についてグループのみんなに説明をする。

上／マグネット付きのカードを黒板に貼る。
左／素材を見たり触ったりしながら
イメージができるように，先生が用意した。

伝えたいことの
構想を練ろう

第２・３時
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先生「でも，絵の中では地面に降

りている。どうしてだろう」

生徒６「この２羽は夫婦。誰かに子

どもを連れ去られて，飛び立てない

でいるんだと思います」

生徒７「近くに水があるので，水を

飲んだ後なんじゃないか」

生徒８「フクロウの下にあるのは木。

人間の環境破壊で倒れた木をフク

ロウは見ている」

先生「それぞれに違う意見があるね。

では，少し視点を変えて。ここに描

かれていない森の奥って，どうなっ

ているんだろう」

生徒９「同じように森が続いている」

生徒10「奥の方は，人間が作り出

した，電気のある明るい世界」

生徒11「手前は全体的に暗いので，

悲しげで現実的な感じ。奥は明る

いので，理想みたいな感じ」

生徒12「何もない，ただの草原」

　生徒たちの頭の中に，しだいに物

語が立ち上がっていく。ここで先生

生徒１「近くで見ると，フクロウの

目の力が強い。何か問いかけてい

る感じがします」

生徒２「なんだかすごく『見られてい

る』みたいな感じ」

先生「フクロウは何を見ているんだ

ろう。視線の先に何があると思う？」

生徒３「何かに焦点を当てているの

ではなく，心がないかのように，ぼ

うっとしている」

生徒４「普通なら目は白く輝いてい

そうなのに，黒で塗りつぶされてい

て，少しおかしい」

生徒５「遠くを見ているような気が

する。力が入っていなくて悲しげ」

　生徒の多くは，フクロウから悲し

げな印象を受けたようだ。その後も，

２羽のフクロウの関係性や状況につ

いて意見が交わされていく。そんな

なか，一人の生徒が「フクロウって，

木の上にいるイメージがあるけれど

……」とつぶやいた。先生はそれを

受けて，投げかけた。

が告げる。「みんなは，ここからどん

な世界を想像するだろうか。そして，

これにどんなメッセージを送るだろ

うか。残り時間はあと10分。じっく

りと作品を見てください」。

　近づいたり，離れたり，生徒たち

は自分の見方で作品と向き合い始め

る。「奥の空間が目立つ」「水の流れ

はどうなっているんだろう」などと，

友達と自由に意見を交わし合いなが

ら，彼らは，作品の中にそれぞれの

世界を見いだしているようだった。

「森の話⑵」 市成太煌
紙本彩色（岩絵具・ニカワ／和紙）　
175×136㎝　1973年

左／席を立ち，作品を間近で鑑賞
する生徒たち。
上／エンレイソウを知らない生徒も
いる。その話題が出たとき，先生
は資料を見せながら簡単な説明を
加えた。
右／ワークシートを書いている間は
こまめに生徒に声をかけ，印象や
感想を引き出していく。
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業
を
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光
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で
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生
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業
を
参
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だ
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し
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山崎正明
やまざき・まさあき

北海道生まれ。
北翔大学教授，元千歳市立北斗中学校教諭。
北海道教育大学札幌校卒業。埼玉県で
講師を務めた後，北海道の公立中学校教諭に。
全国大学造形美術教育教員養成協議会事務局。
自身のブログ「美術と自然と教育と」で，
授業実践や生徒作品などを紹介している。
光村図書中学校『美術』教科書の
著作者を務める。

　更科先生の授業を参観するのは，

毎回とても楽しみでした。生徒たち

があらゆる場面において，仲間と共

によりよいものをつくりあげようと

する意欲にあふれていたからです。

生徒どうしが，ごく自然に，他者に

意見を求めたり，感想を述べ合った

りする。「主体的・対話的で深い学

び」の姿がそこにありました。それ

は，教室の中で一つの理想的な社会

が成立しているかのようでした。

　このような学びの姿を生み出した

最初のしかけが，第１時の鑑賞活動

です。生徒への問いかけとして先生

が選択した作品「森の話⑵」は，北

海道らしい風景が描かれていること

から身近に感じられ，かつ物語が生

まれやすいものでした。作品の選択

は非常に重要です。そのうえでの「対

話による鑑賞」ですから，発言も活

発になります。こうしてさまざまな

見方や考え方を共有する中で，生徒

たちは作品の中に自分なりの意味や

価値を生み出していくおもしろさを

感じ取っていました。

　次に，この作品から受け取ったこ

とに対する返答を，今度は自分が作

品で表現するわけですが，授業では

その表現方法や材料，さらには制作

手順も生徒が決めるようになってい

ました。活動の中に選択・意思決定

の場面をつくることは，学びを主体

的にしていきます。時間の配分も重

要です。今回の授業では，発想・構

想の段階がとても丁寧に扱われてい

ました。最初の鑑賞が発想の段階の

一部になっていて，その後，構想の

ための時間を２時間保障しています。

これは「自分の主題」を明確にする

ために必要な時間です。また，一つ

の題材で多様な表現をする授業では，

教育活動全体を通した計画に加え，

その学びを支える「教室の環境の構

成」も欠かせません。美術室にはさ

まざまな材料や用具，機器や資料が

十分に整備されていました。

　３年間の美術の時間の中間点であ

る２年生のこの時期に，鑑賞と表現

の関わりについて深く考え，美術に

対する感じ方や考え方を広げ，深め

たことによって，今後の生徒の学び

はより充実していくだろうと期待で

きます。

　そして，この実践のもう一つの大

きなポイントは，更科先生が，釧路

市立美術館学芸員の武束さんと相談

して鑑賞作品を選び，校外での作品

展にまでつなげていたことです。地

域の資源を有効に活用しながら子ど

もを育てつつ，地域の文化も大切に

するという意味で，その取り組みは

たいへん示唆に富むものでした。こ

のような実践が全国各地で行われた

ならば，美術教育の可能性はますま

す広がっていくことでしょう。

学び合い，高め合う
美術の授業

鑑
賞
か
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　「子どもたちが自ら主題を生み出

せるようにするには，どうしたらよ

いだろうか」。本題材を構想する際

に自分へ投げかけた問いです。「表

したい」と思えるきっかけをどう演

出しようか考えていたとき，釧路市

立美術館所蔵の一つの作品に出会い

ました。なじみのある植物に囲まれ

たフクロウに，物語性を感じました。

　鑑賞では，感じたことや考えたこ

とを仲間と共有し，作品の理解を深

めることによって，それぞれの考え

を生み出していきます。それを起点

にして，「鑑賞作品に返答する」と

いう表現ができないだろうかと考え，

本題材を計画しました。実際の授業

では，作品の表現の主題を想起でき

るような鑑賞時の発問構成，自分の

表したいことに合わせて素材や表現

方法を選択できるような制作時の環

境整備に力を注ぎました。

　授業を終えて，仲間のアドバイス

を真摯に受け止め，よりよい表現を

目ざす子どもの姿勢に，仲間と共に

未来を創造していく力強さを感じま

した。作品展では，多くの市民の皆

様から，Answer Artへの返答をい

ただきました。それを子どもたちに

返したときの「いい顔」は忘れられ

ません。そんな顔が続く授業を今後

も展開したいと考えています。

更科結希
さらしな・ゆき

北海道生まれ。
北海道教育大学附属釧路中学校教諭。
北海道教育大学卒業後，北海道釧路町の
公立中学校教諭を経て，2012年４月より現職。
2015年，北海道教育大学大学院修了。

きっかけをどう演出するか
授業を終えて

美術館との連携
今回，更科先生は，地元の釧路市立美術館に協力を仰ぎ，
連携しながら授業を行いました。同館学芸員・武

たけ

束
たば

祥
しょう

子
こ

さんにお話を伺いました。

　当館では，子どもたちに作品を見

てもらうための事業に力を入れてき

ました。そこへ，更科先生からいろ

いろとご相談をいただき，「美術館

でできることは協力する」という関

係が生まれました。

　“Answer Art”という授業のコン

セプトを聞いて思ったのは，「ぜひ，

実物を鑑賞してもらいたい！」とい

うこと。作品の迫力や質感は，印刷

やデジタルデータでは再現できませ

ん。送迎バスや鑑賞スペースの確保

のため，先生と密にやり取りを重ね，

授業の準備をしました。

　鑑賞作品は，この地域の景色を描

いたもの。釧路の子どもたちにはきっ

と親近感をもってもらえるのではと，

先生に提案しました。一つの作品を

じっくりと鑑賞するなんて，普段は

なかなかできません。これをきっか

けとして，子どもたちが他のフクロ

ウの作品に興味をもったり，美術館

に足を運んだりしてくれたらこんな

にうれしいこと

はありません。

未来へ文化の種

をまく。そんな

思いで，取り組

んでいます。

（談）

未来へ文化の種をまく

授業終了後，釧路市生涯学習セン
ターの市民展示ホールにて，5日間
の会期で開催された「Answer Art
展」。鑑賞作品「森の話⑵」と生
徒がつくった作品が一堂に会した。
多くの来場者が訪れ，作品を鑑賞し，
それに対する「返答」を感想ノート
に残した。

釧路市立美術館
学芸員の武束さん

市民の生涯学習の拠点，釧路市生涯学習センター
（まなぼっと幣舞）に併設されている。小・中学生や高校生の
美術館鑑賞を推進するため，バスでの送迎と学芸員による
作品解説・実技講座などのプログラムを積極的に展開している。

釧路市立美術館
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　ここからは，美術室へと場所を移

しての授業。更科先生は，鑑賞作品

を印刷した模造紙を貼り出しながら

言う。「今日から，Answer Artの

制作に入ります。Answer Artとは，

返答としての作品のこと。みんなが

受け取ったことに対して，どんな返

答をしたらいいだろう。それを考え

ながら，構想を練っていきましょう」。

　まずは「鑑賞作品から受け取った

こと」と「鑑賞作品に伝えたいこと」

をワークシートに書く。しかし，「作

品へ返答する」という概念を捉える

ことは，生徒にとって思いのほか難

しい。先生は，「手紙」を想起させ

ながら導き，返答したいことをカー

ドに書いて黒板に貼るよう指示した。

「自然の豊かさ」「光」「希望」「環境」

「現代社会」……。黒板に並んだ言

葉を全体で共有する。

　今回，先生は，作品の素材，使用

する画材，平面・立体の選択を，生

徒自身に考えさせることにした。た

だし，大きさは縦・横・高さ20㎝

程度を目安とする。限られた条件の

中でよりよい表し方を追究し，自ら

選択させることがねらいだ。

　「では，アイデアスケッチに入りま

しょう。今回は，素材も各自準備して

もらいます。ただ，今の時間に素材

からイメージしたい人は，このテー

ブルにいろいろと用意しておいたの

で，ここで見たり触ったりして考え

てもいいですよ」。教室中央のテー

ブルの上には，作品づくりに使えそ

うなものが所狭しと並べられている。

そこで素材を手に考える子，席につ

いてスケッチに取り組む子，生徒は

それぞれに構想を膨らませていく。

先生は，必要に応じて生徒の手を止

め，過去の授業での先輩のスケッチ

や作品を見せながら助言することも

忘れない。

　スケッチがだいたい描けたころに，

先生から声がかかる。「一度，グルー

プで話し合いましょう」。４人グルー

プでスケッチを見合い，アドバイス

をし合うのだ。教室に，生徒たちの

声が広がる。どの子も，友達のスケ

ッチに目を落とし，より思いが伝わ

る表し方を真剣に考えている。アド

バイスを受けた生徒は，うれしそう

にそれをスケッチに書き加える。

　話し合いが終わると，先生からの

指示。「今回は，制作の手順も自分

で考えていきましょう。それも含め

て学習だよ。制作時間は５時間。１

時間ごとの計画を立ててください」。

生徒たちはとまどいつつも，隣の子
と相談するなどして取りかかる。次

回から，制作が始まる。

アイデアスケッチを見せながら，自分の作品についてグループのみんなに説明をする。

上／マグネット付きのカードを黒板に貼る。
左／素材を見たり触ったりしながら
イメージができるように，先生が用意した。

伝えたいことの
構想を練ろう

第２・３時
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